
　

〜
平
等
自
由
の
世
の
中
に
独
立
自
尊
の
人
が
住
む　

世
界
の
日
本
つ
く

ろ
う
と
若
者
た
ち
に
呼
び
か
け
て
福
澤
諭
吉
こ
こ
に
あ
り
〜

　

毎
年
１
月
10
日
の
福
澤
先
生
誕
生
記
念
会
で
幼
稚
舎
生
が
元
気
よ
く
合

唱
す
る
「
福
澤
諭
吉
こ
こ
に
あ
り
」
の
一
節
で
あ
る
。

　

福
澤
は
「
一
身
独
立
し
て
一
国
独
立
す
」
の
信
念
に
よ
っ
て
、
官
よ
り

も
民
の
強
化
に
よ
る
近
代
化
を
め
ざ
し
、
慶
應
義
塾
を
創
立
し
て
人
材
育

成
に
努
め
た
。
座
学
偏
重
を
嫌
い
、
知
識
習
得
型
の
教
育
を
、「
教
師
の
苦

心
は
僅わ
ず
か

に
此
活い
き

字じ

引び
き

と
写
字
器
械
と
を
製
造
す
る
に
止
ま
り
て
世
に
無
用

の
人
物
を
増
し
た
る
の
み
」（「
文
明
教
育
論
」
時
事
新
報 

明
治
22
年
８
月

５
日 

社
説
）
と
手
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
み
、
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
の
中
で
、
語
学
力
、
創
造
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
富
み
、
世
界
に
通
用
す
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
う
し
た
力
は
知
識
偏
重
の
座
学
や
画
一
的
な
教
育
か
ら
は
生
ま

れ
な
い
。
総
合
力
を
養
う
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
頃
A
O
入
試
が
不

人
気
だ
が
、
義
塾
で
は
A
O
入
試
の
元
祖
で
あ
る
S
F
C
を
は
じ
め
、
各

学
部
が
よ
り
進
化
し
た
総
合
力
を
問
う
入
試
制
度
改
革
に
着
手
し
て
い
る
。

逆
に
参
加
大
学
が
増
え
て
い
る
セ
ン
タ
ー
入
試
に
つ
い
て
は
、
私
立
大
学

で
初
め
て
導
入
し
た
歴
史
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
識
の
習
得
度
を

問
う
試
験
の
限
界
を
見
極
め
全
面
撤
廃
し
た
。

　

小
さ
な
蘭
学
塾
か
ら
巨
大
な
総
合
大
学
に
成
長
し
た
慶
應
義
塾
に
は
、

伝
統
を
守
り
、
し
か
も
進
化
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
老
舗
の
つ
ら
さ

が
あ
る
。
創
業
と
守
成
と
孰い
ず

れ
か
難か
た

き
│
│
唐
太
宗
の
問
い
を
俟ま

つ
ま
で

も
な
い
。
し
か
し
、
大
学
・
一
貫
教
育
校
に
お
い
て
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
計
画
さ
れ
、
塾
生
が
教
室
を
出
て
、
広
く
国
内
や
海
外
に
飛
び
出

し
て
学
ぶ
機
会
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
今
春
は
慶
應
義
塾
横
浜
初
等
部
も
開

校
す
る
。
卒
業
生
は
湘
南
藤
沢
中
・
高
等
部
へ
進
学
し
、「
国
際
化
」「
情
報

化
」
を
柱
と
す
る
最
新
の
小
中
高
一
貫
教
育
を
体
験
す
る
。
21
世
紀
初
の

若
々
し
い
学
校
の
誕
生
は
慶
應
義
塾
の
明
る
い
未
来
を
象
徴
し
て
い
る
。

　
「
学
校
は
人
に
物
を
教
ふ
る
所
に
あ
ら
ず
、
唯た
だ

其
天
資
の
発
達
を
妨
げ

ず
し
て
能よ

く
之
を
発
育
す
る
為
の
具
な
り
」（「
文
明
教
育
論
」）

　
「
教
育
」
で
は
な
く
「
発
育
」
を
説
い
た
福
澤
諭
吉
創
業
の
精
神
を
守

り
な
が
ら
、
慶
應
義
塾
の
進
化
を
め
ざ
し
た
い
。

福
澤
諭
吉
こ
こ
に
あ
り

◉
常
任
理
事
　
長は

谷せ

山や
ま

　
彰あ

き
ら

演
説
館

福
澤
先
生
と
そ
の
門
下
生
た
ち
は
、

西
洋
の
ス
ピ
ー
チ
、デ
ィ
ベ
ー
ト
を
研
究
し
、

わ
が
国
の「
演
説
」を
創
始
し
ま
し
た
。

三
田
演
説
館
は
、明
治
８
年
に
開
館
し
た

日
本
最
初
の
演
説
会
堂
で
す
。
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